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事業所における結核集団感染事例

神山 智子 遠藤 忠昭 佐藤 和雄

　某事業所内にある全国チェーンの派遣会社より，平成4年6月，27歳の女性の結核患者が発生し，これを

発端に他県にまたがる広域の結核集団感染事例を経験したので報告する。

　1.　12都県24保健所にわたり，事業所結核定期外健診を実施した。

　2.　関係患者は，5都県8保健所にわたり15人（事業所内3人，派遣会社内11人，家族1人）であり，ツ

ベルクリン反応の大きさから予防投薬対象となった者は3都県6保健所にわたり13人（事業所内1人，派遣

会社内8人，家族・友人4人）であった。

　3.　複数の菌陽性者から得た結核菌の制限酵素断片長多型（RFLP）分析により，同一の感染源からの感

染であることが確認された。

　患者の接触状況から，結核未感染の若年者層に結核菌塗抹陽性者が接触した場合，たとえ1～2回の接触

であっても感染が起こり得る事が推察された。

　患者届出から早期における保健婦による患者本人との面接の重要性および，若年接触者へのツベルクリン

反応検査の重要性が再確認できた。また，定期健診，定期外健診の事後管理のあり方，結核予防業務におけ

る保健所のコーディネーターとしての役割の重要性など，種々の示唆を得た。
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